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petition model J 以下， ]Cモデルと略す。〉の特徴・理論的帰結などを見てき
た。そしてJ 新古典派経済学の労働市場観である賃金競争 (wagecompetition， 











組合をやめて組織化されていない部門へ行き，非組合の賃率 (nonunion wage 
scale)で働く労働者が現われる。いずれにしろ建設業の労働市場はJ 短期的に
1) L曲 terC. Thurow， G四 erating1n叩 tality，1975， p.76 
2) lbid， p. 82 























3) laborers， roofers， plasters and masons ら泡じト勲臨職活重CあるBζれらの職種にいかに Jイ
ノリティが多u、かなどということは，次の文献を参照¥Q Sar A. Levitan， Garth L. Mangum， 
and Ray Marshall ed~ 巧 Human Resources and Lalσr Marllets， 2 nd ed.，日市 とくに
p. 467. Herbert H:ammerman，“Minority Workers in 0JnsむuctionReferral Unionsヘ


















































でのメカニズムを， 差別論的視角から解明してくれるのが， E. S フェルプ





¥，Michael J. Piore，“Notes for a Theory of Labor Market Stratification" in R. C 
Edward et. al. eds.， Labor Market Segnwntatwn， 1975 
6) E. S. PhelVB. InJlation Poli叩 andUnemtlo:)lment Th由叩 1972
“The S祖国ticalTheory of Racism and Sex胎m"A明日.zcanE印 nomicReview， Sept 
1972 



























引 Phelps，lnflation . . . • p.25-26 
労働市場における差別 (2) (337) 33 
「非ワルラス的な労働市場の把握J"から生まれた差別の統計理論が批判の
対象としたのは， G ベッカー， KJ，アロゥらの新古典派の差別理論である叫。
この理論の前提はp サロゥが「肉体的距離J(physical distance) 10)の理論と特
徴づけるように， (例えば人種差別モデルでは， )白人という人種は，黒人との
接触を好まず，接触する場合はそれだけ分のプレミアムと引き換えにするとい





8) Phelps，“The StatiBtical . . . " p.659 
9) Gary Becker， The EconomIcs ザヲ Disc円滑tna:tωt.1957 
Kenneth J. Acrow.‘Models of ]ob Djscrimination "， Chapter 2 in A. H. Pascal ed.， 
Racial DiscriminatI.on in Eιmomic Lずe，1972 
Arrow，“Some Models of Race in the Labor Market"， Chapter 6 in A. H. Pascal， ibtd. 
Arrow，“The Theory of Discrimination "， in O. Ashenfelter and A. Rees eds.， Disni-
mInation in Labor Markets. 1974 
10) Thllrて川町 σ.ft.cit.， p. 157 
11) アロゥむモデノレを紹介しよう B 雇主は効用闘激 U("B， W)を最大化する。 B，W はそれ
ぞれ黒人。人数であるa 利?聞は，
π=fCW+B)-Ww' W-W.lj，B 
















ねぽならないoJ(Arrow， '‘The Theory of Dlscrirninat山 1"，p. 10.) 

























12) Thurow， op. cit. p. 172 
13) Ibld， p. 171 























となり uは qから独立の平均ゼ μ ・分散一定の正規分布した誤差項である。
14) lbid.. P. 174 
15) Dennis J. Aigner and Glen G. Cain.“StatIstical Theories of Discrimination in Labor 
Markets "， Industrial and Labor &lalIons Review， ]an. 1977 
36 (340) 第 125巻第5号
qも平均 α・分散一定で正規分布していると仮定する。雇主はqの推測値であ
るdに最大の関心をもっo 。の推測値は，
(2) q=E(qly) = (l-r)α+ry 
Var(u) ー Cov(q，y) _ Cov(q， y)' ___2 
(3) r= 一三与三子茅乙一石字予芋~手ヰァマVar(y) Var(q). Vー〆1
であらわされる。 fはqとyの相関係数なのでfは指標少の信頼度と解釈され
るh また， (2)式はグループ効果 [(1-r)α〕と個人効呆 [ryJ で構成されて
し、る。
いま異なった二つの労働者グノレーフ。を考えてそれを白人と黒人と L それぞ


























Aigner and Cain，‘ Stati.5北icalTheorie.s of 
Discrimination in Labor Markets" lnd. 
a.nd Lab. Rel. R四， ]an. 1977， p.182 




























Aigner and Cain，必id.p. 179 

























38 (342) 第 125巻第5号
(qB); Var(uW)ニ Var(uB)の場合であり，第2図のように書いてみると，第3
図むように表わせる。このケースでは，傾きが等しく rW=rB であるので，テ
ストの点数が同じときは (yW=yB) 生産性の平均の相異である αWと αBOJ 
違レが qlV とグの違いに反映し，いかなる yの値に関しても， ijW>ijBであ
る。つまり白人と黒人のテストの点数が同じ場合は，白人全体の期待平均生産
性が黒人より高いために，白人の方が高〈評価される。これは黒人の点数 yB




















16) Thurow， op. cit.， p.204 













































































以上のような差別認識の基礎を与えて〈れたのは， L. C.サロゥの ]Cそヲ
ノレと「統計的差別」論であった。特に ]Cモデノレは従来り労働市場論と根本的
に異なっており，現実の非情なくcool)説明力を有しているがゆえに，差別を
より現実的に説明できる基礎を与えて〈れたのである。ただし ]Cそデノレでは
労働市場を「構造」としてとらえる視角が欠如じていかので，具体的な差別を
担握する仕方を教えてくれない。この領域は第4節で述べたように，ピオリ等
の制度学派・ラディカル派による市場構造論の発展に待たねばならない。何よ
り重要なことは， ]Cモデルと三重構造論のつながりを理論的にもっと深くつ
めることであろう。本稿はその接点、である雇入口でのメカニズムを明らかにし
ただけである。ゆえに次の課題として，雇入口で振り落とされた労働者と企業
内昇進を達成していく労働者との聞で，どういうふうに市場以前の差別が形成
されていくのかを考察することを，設定しておこう。
(1979年 6月 7日脱稿〕
